
○
有
事
に
備
え
総
合
防
災
訓
練

　
一
日
に
行
わ
れ
た
訓
練
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

約
九
百
二
十
人
の
村
民
の
方
が
参
加
し
、
消
防
団
員

と
役
場
職
員
を
含
め
る
と
合
計
千
人
を
超
え
る
方
々

に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
訓
練
は
訓
練

だ
け
で
終
わ
る
と
良
い
の
で
す
が
、
最
近
は
ど
こ
か

で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
村
で
も
記
憶

に
新
し
い
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、
村
民

全
員
が
災
害
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
過
ご
し
て
下

さ
い
。
村
も
防
災
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
九
月
の
行
事
か
ら

　
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
決
算
認
定
の
た
め

の
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
例
会
で

は
議
員
の
方
か
ら
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
す
の
で
、

機
会
を
と
ら
え
て
傍
聴
を
し
て
も
ら
う
と
良
い
と
思

い
ま
す
。
　

　
ま
た
第
三
十
七
回
東
白
川
村
郷
土
歌
舞
伎
公
演
は

十
五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃

に
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
春
か
ら
準
備
を
進
め
役

者
は
も
ち
ろ
ん
、
役
員
の
方
々
、
裏
方
の
方
々
、
舞

台
を
演
出
す
る
皆
さ
ん
の
努
力
で
盛
会
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
。

　
恒
例
の
高
齢
者
訪
問
を
二
十
六
日
に
八
十
八
歳
と

百
歳
以
上
の
高
齢
を
お
祝
い
す
る
た
め
自
宅
に
お
邪

魔
し
ま
す
。
毎
年
お
仕
事
中
の
方
も
あ
り
大
変
恐
縮

で
す
が
、
元
気
な
事
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
方
と
共
に
高
齢
者
の
方
を
お
祝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長
室
か
ら

2013

○ 8 月 14 日、東白川村夏祭り会場の様子。（関連４ページ）
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将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　
官
民
協
働
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
に

は
村
全
体
の
共
通
目
標
「
村
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、
村
は
昨
年
度
「
東
白
川
村
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」
を
設
置
、
民
間

と
行
政
併
せ
て
二
十
九
名
の
委
員
で
、

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
策
定
に
向
け
た
活
動
の
中
で
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
カ
ー
ド
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。

意
見
の
紹
介

生
活
環
境

　
・
空
家
バ
ン
ク
の
設
置

　
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
利
用

　
・
空
家
を
地
域
で
の
語
ら
い
の
場
に

　
・
出
会
い
の
場
の
提
供

　
・
高
校
生
の
自
宅
通
学

　
・
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る
都
市

　
　
住
民
の
移
住（
ト
ラ
イ
ア
ル
住
宅
）

　
・
十
年
後
も
二
十
年
後
も
美
し
い
村

　
　
東
白
川
で
あ
る
こ
と

　
・
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
禁
止
対
策
、

　
　
待
避
所
や
道
路
脇
の
美
化

　
・
都
会
の
人
が
癒
し
の
場
と
し
て
訪

　
　
れ
、
河
川
清
掃
や
、
草
刈
り
作
業

　
　
な
ど
の
体
験
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

　
・
子
育
て
資
金
援
助
制
度

　
・
妊
婦
健
診
の
助
成
、
出
産
祝
金
の

　
　
増
額

　
・
家
事
、
育
児
の
支
援

　
・
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援

　
・
い
じ
め
の
無
い
村

　
・
教
育
支
援
・
進
学
に
対
す
る
支
援

　
・
Ｐ
Ｐ
Ｋ
の
実
践

　
・
高
齢
者
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム

　
・
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、
火
葬
場

　
・
村
外
に
い
る
家
族
等
と
の
連
携

　
・
村
民
の
提
案
に
対
す
る
懸
賞
制
度

　
・
村
民
の
意
見
、
村
外
者
の
ア
イ
デ

　
　
ア
を
積
極
的
に
聞
く
仕
組
み

　
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
生
活
支
援
バ
ス

　
・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
　
に
つ
い
て
調
査
、
研
究

産
業
振
興

　
・
村
だ
け
の
料
理
を
開
発
（
鮎
、
飛

　
　
騨
牛
な
ど
）

　
・
農
産
物
の
海
外
輸
出

　
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、
目
玉
商
品

　
・
海
水
魚
の
淡
水
養
殖

　
・
生
産
者
か
ら
直
接
消
費
者
へ
流
通

　
　
す
る
仕
組
み

　
・
村
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
＝｢

安
心｣

　
　｢

静
寂｣｢

自
然｣｢

山｣｢

土｣

の

　
　
活
用

　
・
白
川
沿
い
の
観
光
資
源
化

　
・
美
し
い
自
然
の
癒
し
ス
ポ
ッ
ト

　
・
廃
仏
毀
釈
の
村
、
神
道
の
村
を

　
　
Ｐ
Ｒ

　
・
古
く
か
ら
の
慣
習
を
活
か
し
た
イ

　
　
ベ
ン
ト
（
左
義
長
、
が
ん
ど
う
ち
）

　
・
も
て
な
し
の
心

　
・
村
を
離
れ
て
い
る
若
者
の
地
域
行

　
　
事
へ
の
参
画

　
・
農
地
・
林
地
の
集
約
化

　
・
定
年
後
の
働
き
の
場

　
・
若
者
が
興
味
を
持
つ
仕
事
口
を
増

　
　
や
す

　
・
起
業
し
や
す
い
環
境

　
・
企
業
誘
致

保
健
福
祉

　
・
安
心
で
き
る
医
療

　
・
近
い
所
で
病
院

　
・
緩
和
医
療
、
終
末
医
療

　
・
奨
学
金
を
出
し
て
優
秀
な
医
師
を

　
　
村
の
中
か
ら
育
成

　
・
も
っ
と
介
護
施
設
を

　
・
健
康
長
寿
で
日
本
一
の
村

教
育
文
化

　
・
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
・
雨
天
用
ド
ー
ム
コ
ー
ト
の
建
設

　
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
公

　
　
認
コ
ー
ト

　
・
図
書
室
の
充
実

　
・
外
部
講
師
を
招
く
。
興
味
を
持
っ

　
　
た
事
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

　
　
き
る
村

　
・
一
人
ひ
と
り
が
向
上
心
を
持
つ
村

村
づ
く
り

　
・
役
場
職
員
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し

　
　
て
、
村
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

　
・
人
材
育
成
、
起
業
支
援
体
制

　
・
起
業
塾
、
資
格
塾
、
経
営
塾
、
人

　
　
づ
く
り
塾

　
・
人
材
バ
ン
ク
設
立

　
・
子
ど
も
鮭
化
構
想
（
村
で
生
ま
れ
、

　
　
村
外
で
勉
強
し
、
村
に
帰
る
）

　
・
集
落
の
再
編
、
役
職
の
精
査

美
し
い
村 

東
白
川
村
を
目
指
し
て

官
民
協
働 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン　

素
案
を
作
成

①

策

定

委

員

会

の

設

置

②
村
全
体
の
意
見
を
調
査

③
意
見
を
分
析
、
素
案
の
作
成

④
素
案
公
表
、
意
見
を
収
集

↓↓↓↓

←

⑤
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
、
共
有

現段階

　
昨
年
十
二
月
号
で
策
定
開
始
を
お
知
ら
せ
し
た
共
通
目
標
「
美
し
い
村
東

白
川
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
が
、
八
月
二
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
「
東
白
川

村
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」
に
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
も
と
に

素
案
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
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素
案
の
評
価
を
お
願
い
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
基
に
、
庁
内
の
委

員
で
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案
を
作
成
、

そ
し
て
八
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
策

定
委
員
会
に
て
上
記
の
よ
う
に
公
表
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
素
案
を「
村
全
体
の
共
通
目
標
」

に
よ
り
近
づ
け
る
た
め
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
評
価
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
意
見
は
十
月
二
十
五
日
（
金
）

ま
で
募
集
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お

寄
せ
下
さ
い
。
お
手
紙
や
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
形
式
は
問
い
ま

せ
ん
。

■
ご
意
見
・
ご
提
案
は
こ
ち
ら
へ

役
場
総
務
課 

企
画
財
政
係

有
線 

８-

３
１
１
１
　（
内
２
４
０
）

　
７
８-

３
０
９
９

〒
５
０
９-

１
３
９
２
　

 

加
茂
郡
東
白
川
村
神
土
５
４
８
番
地

　
　
　
　
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

→

ビ
ジ
ョ
ン
は
施
策
づ
く
り
の
指
針

　
最
終
的
に
完
成
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
委
員
会
か
ら
村
長
へ
提
出
さ
れ
、
平

成
二
十
七
年
度
か
ら
始
ま
る
第
五
次
総

合
計
画
策
定
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
今
後
頂
い
た
意
見
や
提
案
を
生

か
し
て
い
く
た
め
、
官
民
協
働
で
の
話

し
合
い
の
場
「
美
し
い
村
づ
く
り
委
員

会
」
の
設
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

FAX

507soumu@vill.higashishirakawa.lg.jp

基
本
方
針

○「
行
政
主
体
の
む
ら
づ
く
り
」か
ら「
村
民
が
主
役
の
む
ら
づ
く
り
」へ
の
転
換

○
村
民
全
員
が
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、美
し
い
村
を
守
り
、後
世
に
伝
え
て
い
く

分　

野
　
　

基

本

目

標 　
　

キ
ー
ワ
ー
ド（
具
体
的
な
姿
・
取
り
組
み
）

生
活
環
境

人
と
自
然
が
共
生
し
、

　
　
　

安
心
・
安
全
で
快
適
な
村

〇
住
み
続
け
た
い
村
、
移
り
住
み
た
い
村

〇
交
流
の
盛
ん
な
村

〇
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
村

○
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
村

〇
高
齢
者
が
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
村

〇
災
害
の
無
い
村
、
災
害
に
強
い
村

産
業
振
興

が
ん
ば
る
地
場
産
業
を
応
援
し
、

　
　
　

地
域
資
源
を
い
か
し
た

　
　
　
　
　
　

起
業
が
で
き
る
村

〇
経
済
活
動
が
活
発
な
村
・
独
自
産
業
の
村

〇
農
地
の
保
全
と
農
作
物
の
高
付
加
価
値

〇
山
を
守
り
、
経
済
的
価
値
を
創
出
す
る
村

〇
美
し
い
村
が
観
光
資
源
と
な
る
村

〇
村
外
の
大
企
業
と
の
連
携

保
健
福
祉

健
康
を
感
じ
て
、

　
　

安
心
し
て
長
生
き
で
き
る
村

〇
健
康
づ
く
り
の
推
進

〇
地
域
医
療
・
地
域
福
祉
の
充
実

〇
高
齢
者
福
祉
の
充
実

〇
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
の
充
実

〇
生
活
の
利
便
性

教
育
文
化

人
・
歴
史
・
文
化
を
育
み
、

　
　
　

豊
か
な
心
に
包
ま
れ
た
村

〇
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
文
化
・
芸
術
を
重
ん
じ
る
村

〇
郷
土
愛
に
満
ち
た
学
校
教
育
の
振
興

〇
伝
統
を
重
ん
じ
歴
史
的
遺
産
の
維
持

村
づ
く
り

村
民
と
行
政
と
の
協
働
、

　

地
域
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
村

〇
人
材
を
育
成
し
、
お
互
い
が
支
え
合
い
の
心
を
も
っ
た
村

〇
村
づ
く
り
へ
参
画
す
る
た
め
の
意
識
改
革

〇
美
し
い
村
づ
く
り
委
員
会
の
設
立

〇
行
政
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

〇
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
支
援

○
若
者
が
活
き
活
き
と
輝
け
る
村

東
白
川
村
将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
素
案
）



4広報ひがししらかわ9H25.

　
八
月
十
四
日
、
夏
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト

「
東
白
川
村
夏
祭
り
」が
中
川
原
水
辺

公
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
を
盛
り
上
げ
た
の
は
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
。
く
じ
引
き
で
テ
ー
マ
を
決

め
て
測
定
器
に
向
か
っ
て
叫
び
、
声
の

大
き
さ
を
競
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
そ
の
他
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や

小
学
生
ペ
ア
二
組
の
ダ
ン
ス
、
四
年
生

児
童
も
出
演
し
た
檜
茶
太
鼓
、
商
工
会

青
年
部
企
画
の
「
村
民
の
叫
び
」、ナ
ウ

パ
カ
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
縁
日
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
会
場

は
周
り
を
様
々
な
バ
ザ
ー
に
囲
ま
れ
、

各
所
に
配
置
さ
れ
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス

で
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
来
場
者
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
も
盆
踊
り

や
千
五
百
発
の
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
最

後
ま
で
充
実
し
た
内
容
で
、
会
場
は
終

始
活
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
の
は
、
商
工
会
青
年
部
員

と
呼
び
か
け
に
応
じ
た
若
い
村
民
に
よ

り
結
成
さ
れ
た
「
東
白
川
夏
祭
り
実
行

委
員
会
」。
五
月
か
ら
会
議
を
重
ね
、

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
駐

車
ス
ペ
ー
ス
対
策
に
中
学
校
か
ら
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
す
る
な
ど
、
前
回

の
反
省
を
活
か
し
た
工
夫
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
牧
野
勲
平
さ
ん(

日

向)

は「
天
候
な
ど
、
良
い
条
件
に
恵
ま

れ
た
中
で
開
催
出
来
て
良
か
っ
た
。
新

し
い
試
み
も
会
場
の
盛
り
上
が
り
に
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

村民の叫び

迫力の打ち上げ花火

　
八
月
二
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
、

ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ト
ル
コ
な
ど
七

カ
国
か
ら
の
十
名
の
外
国
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
名
古
屋
商
科
大
学
の
学
生
十

五
人
が
本
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
行
は
村
内
の
神
社

清
掃
を
始
め
、
宮
代
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
散
策
道
整
備
、
夏
祭
り
準
備
の
手

伝
い
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
今
年
は
美
濃
加
茂
市
の

ボ
ー
ト
競
技
へ
の
出
場
や
高
山
市
へ
の

視
察
研
修
と
い
っ
た
村
外
で
の
活
動

や
、
歌
舞
伎
練
習
見
学
や
盆
踊
り
教
室

へ
の
参
加
、
水
墨
画
体
験
な
ど
、
日
本

や
村
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
活
動
な
ど

に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
終
戦
か
ら
六
十
八
年
と
な
る
八
月
十

五
日
、
こ
も
れ
び
の
里
に
あ
る
慰
霊
塔

前
で
戦
没
者
並
び
に
満
州
開
拓
関
係
物

故
者
を
慰
霊
し
平
和
を
祈
念
す
る
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
し
た
の
は
遺
族
の
方
を
は
じ
め

慰
霊
塔
奉
賛
会
役
員
、
自
治
会
長
な
ど

お
よ
そ
八
十
人
。
祭
主
の
今
井
堅
介
さ

ん（
西
洞
）に
よ
る
神
事
に
続
き
、
正
午

の
時
報
に
合
わ
せ
て
一
分
間
の
黙
と
う

と
、
参
列
者
全
員
に
よ
り
献
花
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
、
慰
霊
塔
奉
賛
会
長
の

熊
澤
健
さ
ん
（
黒
渕
）は
、
「
慰
霊
塔
に

祀
ら
れ
て
い
る
方
の
死
を
無
駄
に
せ

ず
、
平
和
の
礎
を
築
き
た
い
。
」と
話

さ
れ
ま
し
た
。

むらの話題

大
盛
況
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト

東
白
川
村
夏
祭
り

村
内
外
で
様
々
な
活
動

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
来
村

追
悼
の
意
を
捧
ぐ

平
和
を
祈
念
す
る
行
事

国際ボランティアと名古屋商科大学の皆さん

黙とうを捧げる参加者
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九
月
一
日
、
村
内
一
斉
の
防
災
訓
練

が
行
な
わ
れ
、
村
民
約
千
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
一
次
訓
練
と
し
て
、
各
地
域
の

自
主
防
災
会
に
よ
る
避
難
誘
導
訓
練
が

実
施
さ
れ
、
有
線
放
送
や
東
白
川
メ
ー

ル
で
告
知
さ
れ
た
災
害
予
知
・
警
戒
情

報
を
も
と
に
、
各
避
難
所
に
集
合
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
消
火
栓
の
取
り
扱
い
訓
練

や
点
検
、
危
険
個
所
の
確
認
な
ど
、
各

集
落
ご
と
に
独
自
の
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

発
生
を
想
定
。
発
生
が
予
見
さ
れ
て
い

る
地
震
に
向
け
た
、
村
全
体
で
防
災
の

備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
九
月
二
日
、
小
学
校
で
地
震
を
想
定

し
た
全
校
避
難
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
は
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
机
の
下
に
隠
れ
た
り
、
「
お
さ
な

い
・
か
け
な
い
・
し
ゃ
べ
ら
な
い
・
も

ど
ら
な
い
。
」
を
守
っ
て
避
難
す
る
な

ど
、
地
震
速
報
が
伝
え
ら
れ
て
か
ら
の

一
連
の
行
動
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　
避
難
を
終
え
全
児
童
が
集
ま
っ
た

後
、
榊
間
校
長
が
村
の
土
砂
災
害
マ
ッ

プ
を
紹
介
。
危
険
な
場
所
を
知
っ
て
お

き
、
大
雨
や
地
震
の
時
に
近
づ
か
な
い

こ
と
が
大
事
だ
と
教
え
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
の
宿
題
と
し
て
「
家
族

で
避
難
所
へ
の
行
き
方
や
、
近
所
の
危

な
い
所
は
ど
こ
か
な
ど
、
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
緑
化
少
年
団
の
活
動
の
一
つ
、
木
曽

ヒ
ノ
キ
備
林
見
学
が
九
月
四
日
に
行
な

わ
れ
、
中
学
一
年
生
二
十
一
人
が
中
津

川
市
加
子
母
の
裏
木
曽
国
有
林
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
こ
こ
は
現
在
、
伊
勢
神
宮
や
名
古
屋

城
と
い
っ
た
文
化
財
な
ど
に
使
用
す
る

材
木
の
確
保
や
、
学
術
研
究
の
た
め
に

管
理
さ
れ
お
り
、
樹
齢
百
年
単
位
の
樹

木
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
生
徒
は
、
東
濃
森
林
管
理
署
の
職
員

の
案
内
で
備
林
を
散
策
、
ヒ
ノ
キ
と
サ

ワ
ラ
が
上
下
に
繋
が
っ
た
合
体
木
や
、

推
定
樹
齢
千
年
の
二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
担
任
の
佐
伯
順
弘
先
生
は
「
今
日
の

見
学
を
通
し
て
、
馴
染
み
の
あ
る
ヒ
ノ

キ
に
も
こ
ん
な
一
面
が
あ
る
こ
と
、
こ

ん
な
使
い
み
ち
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

よ
り
興
味
を
深
め
て
く
れ
る
と
よ
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
月
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け

て
、
恒
例
の
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行

な
わ
れ
、
四
つ
の
競
技
で
幅
広
い
世
代

の
参
加
者
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

優
　
勝
…
安
江
伊
世（
上
親
田
）

　
　
　
　
今
井
あ
い（
平
）ペ
ア

準
優
勝
…
松
岡
亜
希（
陰
地
）

　
　
　
　
松
岡
奈

（々
陰
地
）ペ
ア

三
　
位
…
安
江
未
織（
平
）

　
　
　
　
都
築
京
加（
平
）ペ
ア

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

男
子

優
　
勝
…
安
江
浩（
陰
地
）

準
優
勝
…
田
口
功（
大
明
神
）

三
　
位
…
有
賀
政
晴（
平
）

女
子

優
　
勝
…
有
賀
汎
美（
平
）

準
優
勝
…
古
田
信
子（
上
親
田
）

三
　
位
…
田
口
す
み（
大
明
神
）　

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優
　
勝
…
長
寿
会
・
寿
会
合
同
チ
ー
ム

準
優
勝
…
常
盤
会
チ
ー
ム

三
　
位
…
明
清
会
チ
ー
ム

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優
　
勝
　
ウ
エ
ス
タ
ン
ズ

準
優
勝
　
小
谷

三
　
位
　
花
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

消火栓取り扱い訓練

机の下で身を守る児童

大
ヒ
ノ
キ
を
見
学
し
た
生
徒
た
ち

明るい話題をご提供下さい

非
常
時
に
備
え
た
一
斉
訓
練

総
合
防
災
訓
練

村
民 

四
つ
の
競
技
で
熱
戦

夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

長
寿
の
樹
木
と
ご
対
面

木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学

身
を
守
る
た
め
の
行
動
を

小
学
校
避
難
訓
練
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宛
名
変
更
の
届
出
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
相
続

人
の
中
か
ら
納
税
通
知
書
の
送

付
先
で
あ
る
代
表
者
を
指
定
し

て
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
故
人
の
氏
名
で
通
知
書

が
届
く
方
は
、
相
続
代
表
人
指

定
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
回
の
通
知
書
か
ら
変
更
が

反
映
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
相
続
代
表
人
の

指
定
が
お
済
み
の
方
や
、
相
続

登
記
を
済
ま
せ
て
い
る
方
は
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
届
出
の
様
式
は
税
務
係
に

あ
り
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
先

　
村
民
課
税
務
係（
内
１
３
０
）

家
族
の
命
を
守
る
た
め　
　
　

　
　
　

住
ま
い
の
耐
震
化
を

　
古
い
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
な
い
ま
す
。
診
断

の
結
果
、
補
強
が
必
要
な
と
き

は
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

診
断
対
象

　
村
内
に
あ
る
住
宅
で
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

・
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一

日
以
前
に
着
工
し
た
木
造
住
宅

で
あ
る
こ
と

・
木
造
の
在
来
工
法（
軸
組
工

法
、伝
統
的
工
法
）の
住
宅
で
あ

る
こ
と

・
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

募
集
戸
数

　
無
料
診
断
　
二
戸（
先
着
順
）

　
耐
震
補
強
　
一
戸

申
込
方
法

　
役
場
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

耐
震
化
ま
で
の
流
れ

①
村
へ
診
断
の
申
込
み

②
村
か
ら
耐
震
相
談
士
を
派
遣

③
耐
震
診
断
（
無
料
）

④
県
認
定
耐
震
相
談
士
に
依
頼

⑤
補
強
設
計
・
見
積
り
を
依
頼

⑥
補
強
工
事
（
一
部
補
助
）

⑦
安
心
な
住
ま
い
へ

※
耐
震
補
強
工
事
へ
の
補
助
金

は
、
事
前
に
耐
震
診
断
を
し
た

住
宅
に
限
り
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
先

　
産
業
建
設
課
　
建
設
係

　（
内
２
８
０
）

櫻
井
常
矢
教
授
に
よ
る

　
　
　

地
域
お
こ
し
講
演
会

演
題
⋮
﹁
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
に
求
め
ら
れ
る
も
の
﹂

期
日
　
十
月
八
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
～

場
所
　
は
な
の
き
別
館

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

入
場
　
無
料

　
地
域
づ
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
、
高
崎
経
済
大
学
（
群
馬

県
）
の
櫻
井
教
授
に
よ
る
講
演

会
で
す
。

　
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
ぜ
ひ

ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
聴
講
下

さ
い
。

■
問
合
わ
せ
先

　
総
務
課
企
画
財
政
係

　　　　　　　　　　　　　　（
内
２
４
０
）

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　
　

九
月
二
十
日
販
売
開
始

　
今
年
は
一
等
、
前
後
賞

　
　
合
わ
せ
て
三
億
九
千
万
円

一
等 

　
三
億
三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
…
十
三
本

前
後
賞
各
　
三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
…
二
十
六
本

（
発
売
総
額
三
百
九
十
億
円
・

十
三
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

発
売
期
間

　
九
月
二
十
日（
金
）

　
　
～
十
月
十
一
日（
金
）

抽
せ
ん
日

　
十
月
十
八
日（
金
）

お
し
ら
せ

︻
東
白
川
村
︼

金
十
五
万
円
…
安
江
三
岐
彦
、
東

白
川
い
ぬ
い
会
　

■
環
境
整
備
事
業

金
三
万
円

　
…
伊
藤
照
夫
（
千
葉
県
松
戸
市
）

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

金
十
万
円
…
安
江
敏
明
（
日
向
）

清
拭
布
…
大
沢
婦
人
の
会

︻
社
会
福
祉
協
議
会
︼

金
三
万
円
…
安
江
隼
人
（
中
通
）

金
五
万
円
…
安
江
敏
明
（
日
向
）

金
二
万
千
百
十
七
円

　
　
　
　
　
…
可
茂
理
容
組
合

金
二
万
千
九
百
円

　
　
…
立
正
佼
成
会
加
茂
支
部
　

金
九
千
三
百
円
…
匿
名

雑
巾
、
レ
ジ
袋
、
布

　
　
　
…
島
倉
淑
子
（
下
親
田
）

タ
オ
ル
、
雑
巾
…
可
茂
理
容
組
合

く
つ
下
…
匿
名

清
拭
布
…
匿
名

古
切
手
…
匿
名

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

固
定
資
産
税
に
係
る
お
知
ら
せ

　
取
り
壊
し
届
提
出
で

　
　
翌
年
度
か
ら
課
税
無
し

　
建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
時
は
、
家
屋
取
り

壊
し
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
税
務
係
が
早
急
に
調
査
に

伺
い
ま
す
。
取
り
壊
し
の
事
実

が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
課
税
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
の
課
税
が
確
定
す

る
の
は
毎
年
一
月
一
日
で
す
。

　
十
二
月
中
に
提
出
し
て
頂
け

れ
ば
そ
の
翌
年
度
の
課
税
か
ら

反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
過
去
に
建
物
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
併
せ
て
課
税
明
細

書
を
ご
覧
い
た
だ
き
課
税
台
帳

に
取
り
壊
し
漏
れ
が
無
い
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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故
の
損
害
、
近
隣
関
係
、
建
物

の
明
け
渡
し
等
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
　
ｆ

・
家
事
調
停

　
離
婚
、
離
縁
、
夫
婦
間
の
生

活
費
の
分
担
、養
育
費
の
請
求
、

遺
産
分
割
と
い
っ
た
家
庭
内
の

ト
ラ
ブ
ル

■
申
し
立
て
・
問
合
わ
せ
先

岐
阜
地
方
裁
判
所
　
御
嵩
支
部

〒
５
０
５-

０
１
１
６

可
児
郡
御
嵩
町
御
嵩
一
一
七
七

℡
０
５
７
４-

６
７-

３
１
１
１

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

　
　
　

運
行
は
法
令
違
反
で
す

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

が
一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基

本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む

す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
（
自
動
車

損
害
賠
償
保
障
法
）、
自
賠
責

保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は

法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
特
に
、
車
検
制
度
の
無
い

二
五
〇
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原

動
機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動

車
）
は
、
有
効
期
限
切
れ
、
か

け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
わ
せ

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局

　
岐
阜
運
輸
支
局
輸
送
担
当

℡
０
５
８-

２
７
９-

３
７
１
４

 

飲
酒
の
依
存
な
ど
で

　
　
　
　
　
　

お
悩
み
の
方
へ

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
関
す
る

事
で
、
心
配
さ
れ
て
い
る
本
人

や
家
族
の
方
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
程
・
会
場
（
東
濃
東
部
）

・
十
月
九
日
（
水
）

・
十
二
月
十
一
日
（
水
）

午
後
七
時
半
～
九
時

恵
那
市 

中
公
民
館

■
問
合
わ
せ

県 

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
８-

２
７
３-

１
１
１
１

子
育
て
に
役
立
つ

　
　
　
　

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修

学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す

る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

融
資
額

　
子
ど
も
一
人
あ
た
り

　
　
　
　
　
三
百
万
円
以
内

利
率

　
年
二
・
五
五
％

※
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年
収

二
百
万
円
、
所
得
百
二
十
二
万

円
の
方
は
二
・
一
五
％

返
済
期
間

　
十
五
年
以
内
（
交
通
遺
児
家

庭
、
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年

収
二
百
万
円
、
所
得
百
二
十
二

万
円
の
方
は
十
八
年
以
内
）

用
途

　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金
・
家
賃
な
ど

返
済
方
法

　
元
利
均
等
毎
月
払
（
ボ
ー
ナ

ス
月
増
額
返
済
も
可
）

※
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
細

は
、
該
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

℡
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

都
道
府
県
の
販
売
実
績
に
応
じ

て
県
に
配
布
さ
れ
、
県
内
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
の

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
ご
利
用
を

　
調
停
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し

て
調
停
委
員
会
が
当
事
者
の
言

い
分
を
聞
き
、
法
的
な
観
点
を

基
本
に
柔
軟
な
解
決
を
図
る
手

続
き
で
す
。

　
訴
訟
に
比
べ
る
と
、
申
し
立

て
が
簡
単
で
費
用
が
安
く
、
手

続
き
が
非
公
開
で
行
な
わ
れ
る

た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

ま
す
。

調
停
の
対
象

・
民
事
調
停

　
売
買
、
金
銭
貸
借
、
交
通
事

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

日 曜日 加茂医師会 午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

６ 日 濃飛ファミリークリニック（川辺町／ 53-3111） ■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3 時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

13 日 木沢記念病院（美濃加茂市／ 25-2181）

14 月（祝）田原医院（川辺町／ 53-5588）

20 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

27 日 木沢記念病院（美濃加茂市／ 25-2181）

東白川森林組合月末報告
第 673 回共販会（8/27）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /07,900 円
14cm 以上
平均単価 /019,800 円
　　高値 /092,000 円

すぎ 平均単価 /010,300 円
　　高値 /022,000 円

赤まつ
平均単価 /005,300 円
　　高値 /005,500 円

総取扱量 799 ㎥
総販売高 1,274 万 3千円

10 月

http://www.jfc.go.jp/k/kyouiku/index.html



広
報
ひ
が
し
し
ら
か
わ 

9
月
号

H25
・
9
・
15

■
発
行
／
東
白
川
村
役
場
℡
０
５
７
４
（
７
８
）
３
１
１
１

IP
０
５
０
‐
６
０
０
０
‐
７
０
０
０

　
　
　
　

岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
神
土
５
４
８

■
編
集
／
東
白
川
村
広
報
誌
編
集
委
員
会

■
印
刷
／
下
呂
印
刷
株
式
会
社

九
月
に
入
り
、
台
風

の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
中
山
間
地
域
で
あ
る
村
で
は
、

特
に
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
未
だ
に
記
憶
に
新
し
い
の
が
、
一
昨

年
前
の
豪
雨
災
害
。
石
や
土
砂
が
道
に

転
が
り
出
た
り
、
濁
流
が
あ
ふ
れ
出
す

な
ど
変
わ
り
果
て
た
様
子
に
寒
気
を
覚

え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
て
は
備
え
が

大
切
で
す
。
事
前
に
ど
こ
が
危
険
で
あ

る
か
把
握
す
る
こ
と
、
そ
し
て
警
報
や

予
知
情
報
を
い
ち
早
く
手
に
入
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｈ
）

世帯数 … 870世帯
人　口 … 2,590人
(男1,242人　女1,348人)

転　入 ……  4人
転　出 ……  0人
出　生 ……  1人
死　亡 ……  4人

先月との比較 1人増
昨年との比較 69人減

8月末住民登録人口から

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

村
雲 

と
も
ゑ
　
八
十
八
歳
（
神
付
）

 

安
江 

頼
子
　
　
七
十
七
歳
（
栃
山
）

 

田
口 

き
の
江
　
八
十
七
歳
（
神
付
）

 

安
江 

誠
　
　
　
九
十
二
歳
（
日
向
）

No.30

※
敬
称
略

ひ
とこ
と

　

短　

歌

洪
水
で
水
路
を
岩
が
埋
め
つ
く
す
を

手
伝
う
子
供
ら
の
涙
ぐ
ま
し
も

早
瀬
久
子

海
辺
か
ら
魚
介
が
届
く
山
家
か
ら

芋
等
送
る
良
き
友
あ
り
て

安
江
嘉
子

な
ぞ
ら
え
し
百
人
一
首
の
か
る
た
と
り

裏
の
説
き
話
に
合
点
諾う
な
ずく

安
江
守
平

裏
庭
の
小
さ
き
プ
ー
ル
で
小
競
合
う　

ひ
孫
ら
達
の
歓
声
響
く

安
江
一
子

紫
の
矢や
す
が
り絣

の
絽ろ

憶
い
出
す

祇
園
祭
り
の
は
た
ち
の
夜
を

安
江
と
く
よ

（
平
成
二
十
四
年
発
行　

木
の
実
会
短
編

集
【
第
五
集
か
ら
】
）

・
完
熟
ト
マ
ト
…
中
四
個 

・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
…
中
三
個 

・
玉
ネ
ギ
…
中
二
個 

・
ニ
ン
ジ
ン
…
中
一
本 

・
ナ
ス
…
中
二
本 

・
鶏
も
も
肉
…
一
枚 

・
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素
…
大
さ
じ
一 

・
塩
コ
シ
ョ
ウ
…
少
々 

・
サ
ラ
ダ
油
…
少
々

完
熟
ト
マ
ト
が
野
菜
の
う
ま
み
を
引
き

出
し
ま
す
。

①
ト
マ
ト
は
皮
を
湯
む
き
し
、
種
を
取
り
ざ
く
切
り
に
す
る
。

②
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ナ
ス
は
大
き
め
に
切
る
。

③
鶏
も
も
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
表
面
に
焦
げ
目
が
つ
く
程
度
に

サ
ラ
ダ
油
で
炒
め
る
。

④
ト
マ
ト
以
外
の
野
菜
と
肉
を
鍋
に
入
れ
、
二
カ
ッ
プ
の
水
で
煮
る
。

⑤
十
五
分
位
煮
込
み
、
ト
マ
ト
と
鶏
が
ら
ス
ー
プ
を
入
れ
、

蓋
を
し
て
十
分
ほ
ど
煮
込
む
。 

⑥
塩
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
整
え
、
出
来
上
が
り
。 

・
夏
野
菜
の
う
ま
み
が
た
っ
ぷ
り
出
ま
す
。

・
水
分
は
野
菜
か
ら
も
十
分
出
る
の
で
、 

水
は
控
え
め
に
し
て
下
さ
い
。 

■
材
料
（
四
人
分
）

■
作
り
方

■
ポ
イ
ン
ト

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
二
日
放
送　

レ
シ
ピ
提
供
…
安
江
陽
子
さ
ん
（
大
明
神
）

夏
野
菜
の
ト
マ
ト
煮


